
社会福祉法人　 親
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い え

連絡会や合同研修などによる他施設と の連携強化テーマ

入居者数 入所定員 4 0 名、 短期入所定員 8 名

部　 屋 ユニッ ト 形式の従来型個室・ 多床室

所 在 地 武蔵野市八幡町 3 -4-1 8

TEL 0 42 2 -5 5 -0 5 0 7

M A IL co ntact@ o yano ie .j p

開設年月日 平成 1 3 年 4 月 1 日

PR ポイント
子供が久し 振り に親の家（ 実家） に帰っ てきた時に感じ るよう な温かさ 、 安心感を提供する施設

を目指し ています。

他施設と の合同研修会開催による連携強化

きっ かけは 5 年前…

近隣施設の施設長同士で話し ていた時に、 どの施設も “ 研修がマン

ネリ 化し ている” こ と が話題に。

➡「 じ ゃあ一緒に研修をやっ たら いいのではないか？」

●近隣３施設で合同開催★市を超えての連携で 6 施設に拡大中

●年９回開催（ 各施設３回ずつ企画）

●研修内容（ 例）： 感染症対策、 おむつ交換、 スト レス研修、

メ ーカ ー（ マッ ト レスやポータ ブルト イ レなど） に講師を依頼し 商

品開発に関わる意見交換、

複数の問題を絡めたシミ ュ レーショ ン訓練

日頃の連携から こ んな取り 組みも ！

武蔵野市役所から 一言

連携によっ て目指すと こ ろ

＊職員の相互交流を目指す

　 各施設それぞれの課題・ 対応

策を共有し 、 より 良い方法を取

り 入れる機会とする。

＊研修会等の共同開催によって

多忙な中でも 学ぶ機会を充実

さ せる。

＊災害や感染症発生時に協力で

きる体制をつく る。

感染症ク ラ スタ ーが発生し た際のデイ サービス相互貸し 出し 体制

施設で感染症クラスタ ーが発生し た時に、 提携協力先の施設を借り てサービスを提供するなどし て、 感

染症発生時のサービス提供への影響を少なく するための相互協定を結んだ。

※まだ実際に貸し 出し の実績はないが、 体制づく りを行った。

BCP； 自然災害及び感染症における相互協力体制づく り

自然災害・ 感染症などが発生し 猛威を振るった場合、 相互扶助や

備品、 物品の依頼等、 互いに協力し 合い扶け合う こと が主眼！

例） 物価高騰の際、 おむつを共同購入し 、 コスト 2 0％削減に成功

武蔵野市特別養護老人ホーム施設長会を 通じ た連携強化

武蔵野市特別養護老人ホーム施設長会と は

武蔵野市内特別養護老人ホーム７ 施設の施設長等が参加し 、 年 4 回開催。

施設間の情報共有のほか、 市から の情報提供の場と し ても 活用。 　

＜参加メ ンバー＞

・ 武蔵野市内７ 施設の施設長

・ 武蔵野市健康福祉部高齢者支援課

  （ 事務局）

・ 武蔵野市地域包括ケア人材育成センタ ー

  （ アド バイ ザー）

＜開催頻度＞

年４ 回

＜検討内容＞

・ 市から の情報提供

 （ 介護保険関係最新情報など）

・ 物価高騰対策関係費用の市長

　 への要望書作成及び申請

・ 人材不足対策

・ 新型コ ロナ対策

…各施設での対応状況の説明など

活動内容

＜コ ロナ禍での活動＞
お互いの情報共有の場と し て、 対面での定期開催を継続し た。

発生状況や対応・ 対策について共有し 、 次の発生に備えた。

感染症対策や物価高騰対策関連費用の、 市長への要望書作成や陳情を行っ た。

市役所も各施設の状況を把握し 、 防護服やマスクが不足し ていれば市の備蓄を提供する等の準備をしていた。

（ 振り 返っ てみて） 特養施設長会があるこ と の強み・ 存在意義
●互いに忌憚のない話ができる、 周囲に相談し づらいこともざっく ばらんに聞ける、 互いの問題の解決に役立つ関係になってい

る。

●新型コ ロナや物価高騰対策関連費用の要望書作成や陳情などはフ ッ ト ワーク が軽く 、 各施設でのデータ 開示等はスムー

ズで、 オープンな会である。

●先駆的な取り 組みをし ている施設から その長所短所を聞き 、 自施設へ導入するか等の判断材料と なる。

他の施設の人と 交流でき、 他施設の職場の雰囲気も感じられます。

学びだけでなく 悩みの共有の場、 多角的な意見をも

ら える場になっ ています。

参加者の声

研修会で顔を合わせること が増え、 日頃の連携が生まれた !!

武蔵野市介護老人福祉施設長会（ 特養施設長会） は、 施設間の連携・ 相互補完を

図るこ と などを 目的と し ており 、 顔の見える関係を 築き ながら 、 研修の相互開催

や職員募集の工夫の情報交換などをし ています。

こ れら の活動は自主的に行われており 、 行政は見守り ながら も 必要時には相談に

乗り 、 支援できる体制を整えています。

市役所の

担当者から

●本音ベースで話し 合いができ、 地域の本当のニーズを把握するこ と ができ る。 現時点の話だけでなく 、

20 ～ 3 0 年後の将来も 見据えての話ができ るため、 市の計画にも 活かすこ と ができ る。

●特養施設長会において、 各施設から 感染対策等の工夫が沢山出てく るので、 その情報を 通所施設やケ

アマネジャ ーの集まり で伝えている 。 行政を通じ て有益な情報を伝えるこ と で 、 市内の介護に関わる

部門全体の対応力底上げも 図るこ と ができる。

市役所と し ても こ んなメ リ ッ ト が！

研修
　他機関
連携
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社会福祉法人　 徳
と く し んかい

心会　 　

さ く ら えん

効果的な研修と 人が辞めない組織づく りテーマ

充実し た研修と 効果的な 3 つの工夫

人が辞めない組織づく り ・ 4 つの大切にし ているこ と

・ チーム力が育まれる環境。

　 職員の入れ替わり が少なく 、 統制を 取り やすい。

　 ⇒研修内容や感染対策等の統一し たケアが浸透する

　 　 など、 良い循環が生まれる！

盆踊り の練習風景▶

施設の看護師

から 一言

PR ポイント
「 働き易い職場をつく り 、 快適なサービスを提供する。」 を法人の理念と し 、 ご利用者が安心し 安

楽で Hap p y に生活できるよう 職員一同サポート さ せて頂きます。

入居者数 入所定員 1 0 0 名、 短期入所定員 1 0 名

部　 屋 ユニッ ト 型個室

所 在 地 武蔵野市桜堤 2 -8-3 1

TEL 0 42 2 -5 1 -5 5 5 0

M A IL sakuraen@ to kush inka i.j p

開設年月日 平成 2 2 年 5 月 1 日

研修の主な内容

①感染症研修（ 年４ 回） 感染症対策委員会が主催。

・ 内容： 新型コ ロナウイ ルス、 イ ンフ ルエンザ、 ノ ロウイ ルス（ 食中毒）、 ガウンテク ニッ ク など

②勉強会（ 月１ 回）

・ 介護課が主催。 2 0 2 3 年から スタ ート し た取り 組み。

・ 内容： 口腔ケア、 尿路感染、 保清ケア、 安全な移乗など

・ ご利用者が安全・ 安楽に過ごせるよう にスキルアッ プを 目

指す。

③初動訓練（ 年１ 回） ※全員参加

・ 各課が主催。

・ 内容： 実際にコ ロナが発生し た時を想定し て、 ゾーニング

や物品、 必要な PPE（ 個人防護具） について確認する。

111 222 333誰も が講師になる！

　 上司主導で はな く 、 現場

のス タ ッ フ が主導と な り 企

画運営。

　 内容も ス タ ッ フ が学びた

い内容を 中心に！

講師例）

口腔ケ ア： 歯科衛生士や言

語聴覚士

排泄ケ ア・ 保清ケ ア： 看護

師

移乗ケア： 機能訓練指導員

伝達研修を す る！

　

●シフ ト 勤務のため全員が参

加する こ と は難し い。 各ユ

ニッ ト １ ～ 2 名が参加し 、

ユニッ ト で 伝達する。⇒研修

を真剣に聞く 、 伝達するこ と

で理解の確認にも なる！

●各ユニッ ト リ ーダーがリ ー

ダ ー 会 議 に 参 加 し 、 研 修

内容を 共有。 各ユニッ ト に

リ ーダーが伝達する 。

マンネリ 化から の

脱却！

●手洗い 訓練手洗い キッ ト

だ け で な く 、 絵の具を 使

用し 汚れ具合を 可視化す

る 。 衛生用品の会社の研

修も 活用。

●外部講師の活用

・ 衛生用品の会社に 特殊

な 機械を 用い た 感染症

対策の研修を 依頼。

・ 東京都登録講師派遣事

業に褥瘡の研修を 依頼。

111 222
以前の困り ごと

看護職と 介護職でお互いのテリ ト リ ーを 侵さ な

いよう な隔たり があり 、 間違っ ているこ と も お

互い注意し づら い環境だっ た。

改善①介護職リ ーダー会議に看護職も
参加

お互いの意見を 聞き、 歩み寄る。 利用者を 中心

に考えたら 職員は同じ 立場。 同じ 立場だが異な

っ た視点での意見の共有が大事。

改善②現場の課題は多職種で一緒に考える
看護職が指示するだけでなく 、 介護職も 方法を

一緒に考えるこ と で平等な関係性の醸成に繋が

っ た。

以前の困り ごと

気付いているこ と や困っ ているこ と をシフ ト 制

のため意見の共有ができない・ ケアの統一も 浸

透し ない状況だっ た。

改善①小さ い単位（ 4 ～ 5 名） での会
議で全員が発言でき る場を確保

ユニッ ト 会議（ 月 1 回・ 以下「 会議」と する）にユニッ

ト 全員が参加できるよう シフ ト を工夫。どのユニッ

ト も 会議を 大事にし ており 、 会議のために他のユ

ニッ ト と も 協力し 合いながら シフ ト 調整。

一人ひと り が取り 残さ れない。 メ ンバーで顔を

合わせて話せる会議は、 職員にと っ て「 ほっ と

できる場」。

改善②ユニッ ト 会議で手技・ ケア内容
の確認

会議は、 1 時間半～ 2 時間を確保。 1 時間は話

をする時間、 残り の時間は手技やケア内容を 実

践し て、 確認する場。⇒統一し た対応ができる。

職種間の垣根がな く 、 多職種が風通

し よく 連携でき る関係性

職員一人一人が思いや考えを 言葉

にし やすい仕組みづく り

444 職員の健康を 気遣う 　

（ 体調不良時相談し やすい）

　 日頃から コ ミ ュ ニケーショ ン を 取っ ており 、

上司と の壁が薄い⇒体調不良も 相談し やすい。

　 頑張り すぎてし まう 職員も いる が、 上司が気

づいて声をかける。 面談の時間も し っ かり と 取

る。

333 O JT 体制の充実・ 職員の背景に合

わせたフ ォ ロー体制

　 １ 対１ のプリ セプタ ー制度。 介護の経験の有

無、 外国人など職員の背景に合わせて、 業務の

ステッ プアッ プを 図る。 分から ないこ と を 安心

し て相談できる体制。

実習に参加し た学生が実際の
勤務状況を見て入職するこ と
が多い！

現場の声

結果的に人が辞めなく なっ た！

　 施設独自で感染対策を 考えている と 、 ど う し ても 過剰な対

策になり すぎてし まいます。

　 対策に不安や悩みが生じ たと き は、 保健所に対応を 確認し 、

適切な感染対策を講じ ら れるよう にし ています。

健康
管理

人材
育成

研修
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社会福祉法人　 桃
と う ざ ん ふ く し か い

山福祉会　 　

ピ
ぴ お ー ね

オーネ三
み た か

鷹

多職種（ O n e  Team ) で取り 組む感染症対策と 研修の工夫テーマ

PR ポイント
医療行為が必要な方も 積極的に受け入れをし ている。

多職種間連携がスムーズに行える。

オーネ
入居者数 入所定員 1 0 4 名、 短期入所定員 1 2 名　

部　 　 屋 ユニッ ト 型個室

所 在 地 三鷹市井口 1 -1 7 -2 2

TEL 0 42 2 -2 6 -1 0 7 0

M A IL p io ne .m itaka@ isto .o r.j p  

開設年月日 令和２ 年４ 月１ 日
充実し た研修の見直し

O ne Team ： 多職種で取り 組む感染症対策

O ne Team 、 多職種で取り 組む感染症対策と は？

感染者対応を直接行う 介護職や看護職が孤立し たり 、 負担にならないよう に、

看護師や介護職だけでなく 、 事務所にいる生活相談員やケアマネジャー、 機

能訓練士、 管理栄養士なども感染ユニット に上がり 、 みんなで感染症対策に取

り 組む対策のこと！

き っ かけ

取り 組み内容

職員ニーズ調査のアンケート での声　 ～感染者対応する職員の孤立感、 負担、 不安感～
コ ロナ禍に開設し た施設のため、 施設で初めて行う 感染症対応が新型コ ロナウイ ルス感染症だっ た。

感染症対策委員会にて今後の感染症対策の検討や職員のニーズを探るため、 無記名の職員アンケート を実施。

・ 感染を持ち込んでし まっ たこ と への罪悪感やバイ 菌扱いを受けたよう に感じ 辛かっ た。

・ 感染症が発生し ているユニッ ト の職員が孤立感を感じ ていた。

・ いつまで感染者対応が続く のか不安だっ た。

アンケート の声

その背景
　 事務所職員など感染症対策の知識が不十分な職員が過剰に恐れ、 ユニッ ト に一歩も 入ら ないこ

と で、 感染者対応し ている職員の孤独や負担が強まっ ていた。

ステッ プ①感染症対策委員会にて、 アンケート 結果を分析、 対応の検討　
・ 介護職員が孤立感を 感じ ないこ と と 、 持ち込まれたウイ ルスを いかに広げないよう にするかに重点を

置き検討。

レ ッ ド ゾーンで業務する職員へどんなサポート ができ るか？知識が不足し ている感染症対応力を どう

し たら 身に着けら れるかを話し 合っ た。

ステッ プ②研修に参加し 、 事務職も 含め、 職員全員で感染症の正し い知識の習得

ステッ プ③介護職員以外の職員ができ る業務の切り 出し
・ 感染し た入居者と 職員の隔離期間を一覧化　  ・ ゾーニング　 ・ ユニッ ト 内の消毒作業

・ 必要物品の補充　 ・ ユニッ ト から 出たゴミ 出し 　 ・ グリ ーンゾーンでの環境整備

・ 日頃から 職員全員が自分事と 捉えて、 個人での感染症対策の徹底を図る！

取り 組みの効果

①多職種でサポート し 合える体制づく り ができ た

　 正し い感染症の知識を身に着けるこ と で、 お互いに安心し てサポート し 合える体制づく り ができ た！

②感染者対応し ている職員の孤独感が軽減さ れた

　 ユニッ ト へ多職種の出入り が多く なるこ と で、 自分たちだけが感染者対応をし ているわけではないと いう 気持ちになっ た。

③極度に感染を恐れず、 みんなで乗り 越えよう と する一体感が生まれた

④感染者情報の見える化で「 こ こ まで頑張ればよい！」 と いう 気持ちのゆと り ができ た

き っ かけ

研修の見直し 内容

振り 返り カ ンフ ァ レンスで職員から 感染症対策の勉強会のニーズが聞かれた！

●感染症が終息し たタ イ ミ ングで振り 返り のカ ンフ ァ レンスを実施し たと こ ろ 、 PPE 着脱を始めと し た感染症対策に

対する不安、 また他施設の対応を 知り たいなど様々な意見が聞かれた。 改めて感染症対策についての勉強の機会が

必要であると 実感し た。

●時間外の外部委託研修では参加率が非常に低かっ た。

取り 組みの成果・ 効果

参加状況のみえる化　    　 　 研修参加スタ ンプラ リ ー！

業務時間内の開催

同じ 内容を2 回実施

どちら かで参加できるよう に

シフ ト の調整を図る。

参

率
加

向
上
の
工
夫

外部資源の活用

内
容
の
工
夫

東京都の「 即応支援チーム」 の利用
感染症の専門家から の感染対策のレク チャ ー

研修内容を職員が
持ち回り で企画担当する

現場スタ ッ フ が学びたい
こ と を基に研修内容を企画

例： 嘔吐処理訓練のシナリ オを作り 、 ビデオ撮影。

夜勤帯に発生！介護者も 嘔吐物を浴びた！応援はい　

つ呼ぶ？など、 実際の場面を想定。

実際に動けるよう に一連の動き を考え、 訓練を行い、

マニュ アルにも 落と し 込んだ！

①研修参加率の向上！

②参加者の聴く 姿勢が積極的に変化！

　 持ち回り で企画を担当するこ と で、 参加者側になっ た時も 、 研修を自分事と 捉え、 能動的になっ た。

③日頃から 感染対策を意識し た環境整備により ユニッ ト 内が整理整頓さ れた！

④感染症が発生し ていないタ イ ミ ングで行う こ と で正し い知識の理解が深まる！

　 落ち着いて原理原則から 学ぶこ と で、 PPE 着脱や手洗い・ アルコ ール消毒方法の正し い知識が取得でき た。

⑤定期的にスキル確認ができる環境が整っ た！

PPE 着脱はやら ないと 忘れてし まう ため、 必要時いつでも スキル確認ができ るよう 物品整備ができている。

研修
多職種
連携
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社会福祉法人　 東
と う き ょ う こ う さ いえん

京弘済園　 　

弘
こ う さ い え ん

済園

施設全体で統一し た対応を 取るための情報共有の工夫テーマ

PR ポイント

緑豊かな敷地の中で、 法人理念　「 心のこ も っ た質の高いサービス提供に努めます」「 安ら かで生

きがいのある生活を援助いたし ます」「 利用さ れる方の意向や要望を尊重致し ます」 の下、「 笑顔

でおも てなし 」 をモッ ト ーに、 日々利用者の方の生活を支えています。

入居者数 入所定員 1 0 0 名、 短期入所定員 1 0 名

部　 　 屋 従来型多床室

所 在 地 三鷹市下連雀 5 -2 -5

TEL 0 4 2 2-4 7-8 96 5

M A IL so ugo u@ ko sa ien .o r.j p  

開設年月日 昭和 5 9 年 5 月 1 日

情報と 指揮系統の一元化　 ＜平常時・ 感染症発生時＞

組織
体制

情報
共有

取
組

内
容

１ ． 管理職ができ る だけ現場に足を 運び状

況、 ス タ ッ フ の困り ご と ・ 不安を 把握

する。

｠

２ ． 施設長 / 副施設長が情報集約し 、 最終

的な対応の決定を行う 。

●看護師が医師から 受けた指示内容も 、 施

設長・ 副施設長に必ず報告！

●施設長・ 副施設長が全体像と 細かな対応

を き ち んと 把握し 、 施設と し てど う 判断

するか・ 施設と し ての対応の決定を行う ！

効　
果

人によ る 判断の差を なく し 、 施設

と し て対応の統一を 図る こ と がで

き る !

ス タ ッ フ が管理職に 相談し やす

く 、 困り ごと や疑問など 声を あげ

やすい。

課
　

題

有事の際は、 刻々と 変化する 内容を 統一

し て正し く タ イ ムリ ーに伝えるこ と

効果的だっ た方法を 隣のページ で紹介し

ます。

フ ロアを 越えた情報共有①

き

っ
か

け

他フ ロアの状況の共有が必須な勤務体制
●基本は、各フ ロ ア担当制だが、勤務編成の都合上、

他のフ ロ ア勤務に就く 日も あり 。

●入浴業務は各フ ロ アから 職員を 出し 、 おむつ交

換や食事介助等も 互いに連絡を 取り 合っ て 応援

に行く 体制。

特に感染症発生時も 夜勤帯は、

応援態勢を 取り な がら 勤務に

当たる ため、 担当フ ロ ア 以外

の感染症の発生状況や対応の

共有が必須！

き
っ

かけ（ 発生時の課題
）

各職員から 同じ よう な

質問や確認が

施設長・ 副施設長へ殺到！

取り 組み（ 平
常

時

）

日頃から 大事にし ている

情報共有の場

１ ． 毎朝、 朝礼で全フ ロアの

　 　 状況を共有

●全フ ロ アから 夜勤者と 日勤者の代表

者、 看護師、 管理職、 療法士等が集

まり 全体で申し 送り を 行い、 全フ ロ

アの状況を 共有

２ ． 各フ ロアごと の連絡ノ ート や

　 　 ケアカ ルテの記録の共有

取り 組み

効
果

『 指示書』 を 活用し たスムーズな情報共有の工夫

指示書と は？

●マニュ アルに書いてある 感染症対応のこ と 以外で

・ 感染者状況

・ 職員から 質問が多い内容

・ 感染症対策で変更になっ た点

・ 職員が混乱し やすい内容

について、 項目別に記載。

＊A４ ： 1 枚にまと めた用紙

周知方法

●ス タ ッ フ が 必 ず 目 を 通 す ス

タ ッ フ ルームのテ ーブ ルに掲

示する 。

●併せて、 感染症発生フ ロ ア の

発生居室マッ プも 共有する 。

作成する人

●施 設 長●副 施 設 長●相 談 員

など統括的な役割

●最新情報が一目でわかる ！

●刻々と 変化する 内容や混乱し やすい

　 ポイ ント を 端的に押さ えて共有でき 、 統一し た

　 対応を図る こ と ができ る 。

●他フ ロ アにも 共有する こ と で、 他フ ロ アと の協力体制や、 各フ ロ アのリ ーダー職が現場の課題や気づき を 拾

い上げて管理職に相談する流れがある 。

●新型コ ロ ナウイ ルス感染症発生以前から 『 指示書』 での情報共有の取り 組みを 行っ ており 、 施設内に浸透し

ている。 指示書がある こ と が職員にと っ て安心感になっ ている ！

〜管理職が全体像と 困り 事を 把握でき る〜

フ ロアを 越えた情報共有②
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取り 組みの成果・ 効果

社会福祉法人　 多
た ま ど う ほ う か い

摩同胞会　 　

信
し ん あ い い ず み え ん

愛泉苑

施設全体で一致団結し 、 統一し た感染症対策の実現テーマ

入居者数 入所定員 1 1 0 名、 短期入所定員 1 5 名

部　 屋 従来型多床室

所 在 地 府中市武蔵台 1 -10 -4

TEL 0 42 -36 6 -0 0 8 0

M A IL izum i@ tam a-d hk.o r.j p

開設年月日 昭和 5 0 年 4 月 1 日

PR ポイント

1 9 7 5 年に府中市内で最初にスタ ート し た特別養護老人ホームです。 長年の事業運営により 培っ

てき たベテラ ンの知恵や気づき を 受け継ぎつつ、 今時の ICT 機器・ スマート フ ォ ン・ 介護ソ フ

ト を連動さ せた新たな取り 組みにも 力を入れています。 古いけれども 新し い、 ご利用いただく 皆

様に『 居心地が良く て安心安全に暮ら し ていただける泉苑』 であるよう 、 職員一丸と なっ て頑張

っ ています！

連携体制の構築

●「 会議に出せば方向性が確認できる、 声に出せば答えが出る、

なら ば声に出し ていこ う ！」 と いう 認識が広がっ た。

　 なんでも 言える・ 聞ける風土が醸成さ れていっ た。

根拠が明確

●ルールが示さ れたこ と で、 やるべき こ と の迷いが減少。

●現場で違う こ と を し ている職員に対し 根拠を 持ち、 相互に指

摘し やすく なっ た。

●皆が統一し た対応を し たこ と で、 その内容を 見直し 、 改善が

でき るよ う になり 、 さ ら なる対応策の意見が出し やすく なっ

た。

徹底する意識

●利用者を 守る・ 職員を 守る ためには「 1 00 ％を 目指す」 では

なく 「 1 0 0 ％徹底し なければダメ ！」 と 意識が変化。

持ち込まない・ う つさ ない・ う つさ れない

●振り 返るこ と で、 その都度一人ひと り が、「 持ち込まない・ う

つさ ない・ う つさ れない」 と いう 意識の共有ができた。

取り 組みのき っ かけと なっ た課題

令和 4 年　 新型コ ロナウイルス感染症の集団発生

●マニュ アルが実用的ではなく 、 対応の根拠が不明確で動きがバラ バラ 。 　

●各個人・ 部署で課題解決のスタ ンスは強いが、 部署や職種間での連携体制が弱く 統一し た対応ができ

ていなかっ た。

●感染症対策を「 徹底」 し きれていなかっ た。

臨時感染症対策会議の開催

開催形式

●毎日午前中、 zo o m にて 30 分～ 1 時間程度

●原則全部署参加

　 責任者層が不在時も代行で現場職員が必ず参加

会議内容

①全体状況の報告・ 確認

②各部署から感染状況・ 不足物品・ 不安な所・

　 不明点の共有

③施設としての対応を協議し 決定　

➡全職員が統一し た動きをと れるよう になってきた

周知方法

施設全体で日々の状況を確実に共有し 対策を統一

するために

●会議録は当日中にグループウェア上にアップ

●職員通用口の掲示板・ ホワイト ボード も活用

●職員は最新の情報を確認してから業務に入る

大切にし たこ と

感染症対策会議………………………………………………………………………………………

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●施設全体、 各部署の現状を正確に報告し 、 共有　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●部署として不安に感じていること 、 不足している物品についても報告

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●個人・ 部署だけで悩まず、 会議で共有・ 協議し 対策を決定

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●保留事項を残さ ない

伝え 方 …………………………………………………………………………………………………

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●勘違いすること がない表示・ 言葉を使う

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●指示は指示であることを明確に表現

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●各年齢層・ 非常勤・ 外国人スタッフへ同じ 伝え方ではなく 、 全員が分かる伝え方をする

相 談 ……………………………………………………………………………………………………

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●根拠が不明確な中、 自分たちだけで悩んでいても仕方ない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●何かあれば都度保健所へ電話連絡し 、 質問・ 相談

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●実際の対応内容を正確に伝え、 指示を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 仰ぐこと が重要

振り 返り ………………………………………………………………………………………………

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●終息後に振り 返る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●各部署で取りまと め作成し た振り 返りシート

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を用いる

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●今後に生かすこと 、 平時の感染症対策の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 徹底の必要性を確認

　「 生活の場」 と し て普通の家の延

長と し てゆっ たり と 暮ら し ても ら

いたい。 感染症の拡大も 起こ し た

く ない。

　 両方のバラ ン スが取れた感染対

策を模索し ています。

　 加え て、 感染対策において は、

時間と と も に徹底する 意識が緩ん

でし まう こ と が多く あり ます。

　 職員の様子や世間の感染症流行

状況等、 タ イ ミ ン グを と ら えて対

策を 徹底する 意識を 高めていき た

いと 思います。

臨時感染症対策会議を工夫し て開催

通路・ ド ア等

を活用し 周知

共有と 決定

対策の統一化

伝わる

伝え方

餅は餅屋

施設全体で

泉苑 4 月 1 日～新型コ ロ ナウイ ルス感染症発生の振り 返り

【 部署】　 　 　 　 　 　 　 　

① 　 今回のク ラ スタ ー発生前の対応・ 行動で何が良く なかっ たか。

　  こ う し ておけば良かっ たと 思う 点はどんなこ と か。

② 　 早く 終息を 迎えら れたこ と について、 どんな対応・ 行動が良かっ たか。

③ 　 今回の経験を 活かし て今後に活かすこ と 。

④ 　 保健所や専門家に確認し ておき たいこ と 。 疑問点・ 質問等。

振り 返り シート

組織
体制

情報
共有
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社会福祉法人　 高
こ う せいかい

生会　 　

明
あ す

日に架
か

ける橋
は し

みんなで作っ た見えるマニュ アルテーマ

マニュ アルは見える化し て、 現場で活用でき るよう に！

マニュ アルだけにと どまら ず、
スピード 感と 職員負担の軽減を第一に！

マニュ アル作成に至るまでの背景　 〜介護職員から の提案！〜

マニュ アル作成時に留意し た点

課題を認識し た現場の介護職員が、 マニュ アル案を提案し た。

感染症発生状況がリ アルタ イ ムで周知できず、職員が通常の通用口から 出勤し てし まう 。

感染対策の文書を発信し ても 、 受け手によっ て異なる解釈が生まれる。

現場の動き は想定外のこ と が多く 、 対策を随時変更せざるを得ない。

施設オリ ジナルのマニュアル作成につながった！

そんな時

本施設はコ ロナ禍の 2 0 2 2 年に開設し た。 開設前から 新型コ ロナウイ ルス感染症への対策は想定し てい

たも のの、 実際に運営開始し た直後にク ラ スタ ーが発生すると 、 課題が出てきた。

現場のリ アルな

声を聞く

計 1 0 回の打ち合わせの中で、 現場が体感し ている

事・ 課題をリ アルタ イ ムに議論し た。 また、 現場の

実際の困り 事が聞かれたら マニュ アルに盛り 込むよ

う にし た。

図示する

文章化し たマニュ アルは読む時間を要し 、 理解に相

違が生じ 易いこ と を留意し て、 誰でも 理解し やすい

よう に図や表で表現し た。

改訂・ 周知方法を

ルール化

マニュ アルは「 時間と と も に改訂するこ と がある」

「 改訂し たら 各スタ ッ フ ルームの所定の場所に提示

する」 こ と を約束事と し た。

感染症発生時に「 すべての職員が統一し た対応を取れる」 こ と を大切に、 マニュ アルの内容を見える

化し ている。

必要物品の見える化
感染対策用の物品を BO X に収納し 、 感染症発生時にすぐ に感染対策

が行えるよう に。

対応の見える化
感染症発生時の初期対応で重要な隔離体制、 手洗い、 ガウンの着脱方

法は感染対策物品 BO X に入れると と も に 現場に貼り 出し 。

ゾーニングの見える化 レッ ド ゾーンのエリ アは、 床にビニールテープを貼るこ と で可視化。

感染症発生時はスピード 感と 職員負担の軽減を第一に、 管理職が中心と なり 体制を切り 替えている。

職員の負担軽減

●職員通用口を、 感染症発生ユニット の職員専用と 、 その他の職員用と

で 2 か所に分け、 接触機会の低減を図る。

●感染症発生ユニット 職員専用の更衣室を準備し 、 職員の心身の負担を

軽減。

●非接触性体温測定器を施設内に 3 か所設置し 、職員の体調管理を徹底。

タ イ ムリ ーな情報共有

●チャ ッ ト ワーク やメ ールで感染状況のアナウンスを 一斉送信するこ

と で、 ユニッ ト 職員に素早く 伝達。

●職員通用口にあるホワイ ト ボード を 活用し て感染発生時の掲示を 行

い、 出勤時に感染症発生状況を把握し やすいよう 配慮。

● W EB ミ ーティ ングを 導入し 、 感染症発生で隔離し ているユニッ ト

の職員も 参加可能に。

ユニッ ト リ ーダー（ 介護職） のコ メ ント

　 作成時には、 介護職の意見を踏まえた上で、 医療職から見解やルール設定をし て

もらえたことで、 根拠や理由を理解できました。 また、 誰が見ても分かりやすいよう

に写真や図を多用したため、 現場でも安心感がありまし た。

　 多職種間で話し 合いを重ねマニュアルを作成したことで、

結果的に臨機応変な対応や、 感染拡大の防止に繋げること

ができました。

入居者数 入所定員 1 0 8 名、 短期入所定員 1 2 名

部　 屋 ユニッ ト 型個室

所 在 地 府中市若松町 4 -4 -5

TEL 0 42 -31 9 -1 6 0 5

M A IL in fo @ ko se i.o r.j p

開設年月日 令和 4 年 9 月 1 日

PR ポイント

2 0 2 2 年 9 月新設の施設です。「 ほっ と く けどほっ と けない」 を 法人理念に掲げ、 ナースコ ール

一体型見守り システムや睡眠見守り 支援システム、 ク ラ ウド 型介護記録ソ フ ト 等の ICT を 導入

し ており 、 過度な介入をせず、 ご入所者様が安全に施設生活を送れる様、 体制を整えています。

情報
共有

マニュ
アル
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社会福祉法人　 東
と う き ょ う

京かたばみ会
かい

　 　

ちょ う ふの里
さ と

感染症対策マニュ アルの工夫と 施設での活用　 ～マニュ アルを活かし 続けるために～テーマ

マニュ アル作成のメ リ ッ ト と デメ リ ッ ト

　 　 　 一貫性の確保

マニュ アルを 使用するこ と で、 手順が明確に示さ

れているため、 作業の結果を 一定の水準で維持す

るこ と ができる。

　 　 　 チームメ ンバーのサポート

新人社員や新し いチ ームメ ン バーにと っ て、 マ

ニュ アルは重要な手引き 。 迷う こ と なく 業務に取

り 組むこ と ができ ると いう メ リ ッ ト がある。

　 　 　 エラ ーの最小化

作業手順が明確に示さ れているため、 ヒ ュ ーマン

エラ ーやミ スを最小限に抑えるこ と ができる。

　 　 　 更新の困難さ

事業環境や世情の変化で、 マニュ アルも 頻繁に更

新する必要があるが、 更新には時間や人材が必要

で後回し になり がち！

　 　 　 柔軟性の欠如

マ ニュ ア ルに従っ て 作業を 進める こ と が基本で ある が、

入所者の特性から マニュ アルだけに頼れないこ と も 多い。

　 　 　 非効率

マニュ アルが存在するこ と で、 手順を追う ための

労力が必要と なる。 特に繰り 返し の作業（ 介護の

現場はこ れが多い！） においては、 マニュ アルを

見ながら 作業をするこ と は現実的ではない。

マニュ アルのデメ リ ッ ト を 補う も の（ 不毛さ に連続性を持たせないために）

●勉強会を 実施し てマニュ アルの再確認
　 する場を 設ける　
　 マニュ アルを使用し た感染症対応研修の概要

●作成時に気を付けた方が良いこ と

・ マニュ アルは「 はじ めに」、 最後には職員へのメ ッ セージを入れて「 終わり に」 で締める。

→ マニュ アルの目的をはっ きり さ せるこ と で伝える（ 教える） 側が深く 理解し た上で教育ができ る。

・ マニュ アルを 見直す際や勉強会などでも「 はじ めに」、「 終わり に」 がブレ ていないか？を 再確認する。

→手順の更新だけではなく 、 目的の再確認ができ、 職員の納得性が上る。

・ 法人の理念、 指針、 コ ンプラ イ アンスなどにも 紐づけら れると も っ と 良い。

→マニュ アルをどう 読んで貰う か？より 、「 何を読み手に伝えたいか」 の方が遥かに大事。

開催頻度 1 回 / 年、 1 0 ～ 1 1 月頃

内　 容

　

・ 感染症対応マ ニ ュ ア ルを 再配布。

読み合わせや嘔吐処理など手順の

確認　

・ 職員同士でのシュ ミ レ ーショ ン の

実施。

調布市ちょ う ふの里　 感染症対策マニュ アル（ 既存のマニュ アル）

　

特養担当者独自の「 感染症対応マニュ アル」 作成に着手！

その内容は、 感染対策の基本、 過去の感染症発生経験から 実情に合わせた情報を集約。

作　 成 ちょ う ふの里感染症対策委員会

集　 約 管理監督職（ マネージャ ―やスーパーバイ ザー）

内　 容

・ 施設内における感染症予防の基本

・ 日頃のケアにおける感染症対策

・ 感染症を 疑っ た時の拡大防止の流れと 対策

・ 高齢者の介護で問題と なる感染症

・ 食中毒の発生等

マニュ アルは存在するも

あまり 活用さ れない・ ・ ・

存在意義は？！

例えば・ ・ ・ 吐し ゃ物処理の方法では

　 場　 面

食堂で嘔吐が起きたら

　 誰が、 何をする

職員 A は看護師に報告し 、 人払いをする

職員 B は汚物室にある処理キッ ト を運ぶ

などなど・ ・ ・

イ ラ スト を 用いて、 視覚的に分かり やす

いよう 工夫

ICN から 一言
マニュアルを作成する際には・ ・ ・

マニュアル作成 / 改訂はいつ、 誰が行う か？

何を目的とし たマニュアルか？誰がみるのか？実践可能か？作成し たマニュアルはどこに設置する

か？などを考慮すると G O O D！

●マニュ アルを 作り 込み過ぎない　
　 時節に応じ た瓦版的なマニュ アルの発行　

施設から のメ ッ セージ

「 気をつけろ他人の普通は超異常 !?」

マニュ アルと いう 前提があるはずなのに、 人によっ てと ら え方が異なるこ と がある。

だから こ そ、 解釈の共有を目的と し た勉強会が必要。

「 気をつけろ自分の普通も 超異常 !?」

マニュ アルを作成する人は常にアッ プデート さ れる情報を正し く 職員に伝える。

入居者数 入所定員 1 0 0 名、 短期入所定員 5 名

部　 屋 従来型多床室

所 在 地 調布市西町 2 9 0 -5

TEL 0 4 2-4 41 -6 6 5 4

M A IL cho fu-st@ o reg ano .o cn .ne .j p

開設年月日 平成 8 年 6 月 1 日

PR ポイント
“ 笑顔があふれ、 安ら ぎが感じ ら れる 施設” 清潔で明るい空間、 お一人ひと り の人柄を 大切に、

こ こ に来て本当に良かっ たと 心と 心が通い合い、 安心できる生活を支援し ます。

図解による説明は、 マニュ アルを シンプル

に実用性を 持たせる第一歩。 時節に応じ て

柔軟なアプローチも 可能にするには、 瓦版

的なマニュ アルがおすすめ。

マニュ
アル

研修

そこ で・ ・ ・ ！

メ リ ッ ト デメ リ ッ ト

メ リ ッ ト

メ リ ッ ト

デメ リ ッ ト

デメ リ ッ ト

部署内研修で実施し 、 特養は悉皆研修と し て

いる。
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臨時会議の開催　 〜発生時に施設対応を 決める〜

社会福祉法人　 聖
せい

ヨ ハネ会
かい

　 　

桜
さ く ら ま ち せ い

町聖ヨ
よ は ね ほ ー む

ハネホーム

発生時の臨時会議（ 皆で決める方向性） と 日々の健康管理テーマ

臨時会議を行う 効果

●臨時会議をまめに行う こ と により 現場から の意見が出やすい環境が生まれ、 コ ミ ュ ニケー

ショ ン強化につながっ た。

●現場から 出た対応策に事務側は客観的に考え判断する事が出来るよう になっ た。

●客観的に事務側が判断する事で、 感染対策がし っ かり 出来ているか明確になっ た。

きっ かけ

　 コ ロ ナ流行以前から 、 重大事故など が起こ っ

た時に、 所属長や主任などが集まり 、 緊急時の

会議を 行う 習慣があっ た。 20 2 2 年 7 ～８ 月に

コ ロ ナク ラ スタ ー対応時に、 会議を 開き 対応方

針を 検討する 機会が増え（ 外部から の助言も あ

り ） 臨時会議を行う 習慣が根付いた。

会議形態

朝の
開催

　 現場から の疑問の検討。

　 前日の夕方から 朝にかけての体調が

変化し た方、発熱し て部屋移動し た事、

感染隔離終了し ていいかの判断、 夜間

帯での隔離に関する問題点、 食事提供

に関する事、 点滴に関するこ と などの

確認。

メ ンバーと 開催頻度

＜メ ンバー＞

　 管理職、 各セク ショ ン当日の代表者、 8 ～ 1 0

名（ フ ロ ア 勤務リ ーダー介護士、 医務看護師、

事務所、 栄養科）

＜開催頻度＞

　 2 02 4 年の発生では、 50 日間で 2 1 回の臨時

会議を開催

夕方の
開催

8 :5 0 から の朝礼の後、 9 :00 か

ら 開始し 、 1 回 1 5 ～ 2 0 分。

　 朝礼後から 夕方までで利用者の体調

変化や、 フ ロアでの問題点の確認。 朝

礼で 決めたこ と に問題がある かの確

認。

夕方 16 時頃

発生状況共有の工夫

　 20 2 2 年時は発生状況を 発症者リ スト で共有

し ていた。 実際に何処に陽性者や接触者がいる

のか分かり にく かっ た。 そこ で、 利用者の療養

期間は居室図に明示する形式を採用し た。

臨時会議で出た現場から の質問の答えの出し 方

も と も と は、 現場の業務負担を 踏まえて、 事務

所（ 管理部門） の職員が考えた方針を示し ていた。

　 し かし 、 実際の動き を イ メ ージする こ と に限

界があり 、 解決に繋がら ないこ と も あっ た。

現在のスタ イ ル

１ ． 朝の会議にて

　 現場から の声「 も っ と 効率的に動ける よ う に

し たいがどう し たら 良いか。」 現場職員、 事務所

の双方で考えよう と 呼びかける。

２ ． 勤務中

　 ①リ ーダーが各職員へ検討事項を伝える。

　 ②一人ひと り が考える。

　 ③リ ーダーが集約する。

３ ． 夕方の会議にて

　 施設と し ての答えを出す。「 事務が物品セッ ト

を作り 、 現場の動線上に配置する。」
➡現場と 事務が協力し て解決策を考える

　 スタ イ ルへ変更。

現場職員は、 納得し た上で 安全に仕事

を 進めたい。

事務所職員は、 感染対応の最前線である 現場の

問題点や苦労を 理解し 、現場を サポート し たい。

PR ポイント

在宅などで生活が困難な人や介護困難な家族の為に、 生活の場と さ れる施設での介護を提供し ま

す。 ご利用者の身体的または精神的な機能低下に応じ た介護を提供できるよう に、 福祉と 医療の

連携を促進し 、 充実し た生活が送れるよう にサポート し ます。

入居者数 入所定員 1 0 6  名、 短期入所定員 8  名

部　 屋 従来型多床室

所 在 地 小金井市桜町 1 -2 -2 4

TEL 0 4 2 -3 8 1-1 23 4

M A IL ho m e@ se iyo haneka i.o r.j p

開設年月日 昭和 6 1 年 4 月 1 日

職員の健康管理の徹底

日々の積み重ね 　 〜職員の健康管理〜

　 コ ロナ対応を経験し て職員一人一人の健康意識が向上し たが、 感染症の発生が無いと 気持ちが緩みが

ちになる。 発生があっ ても 無く ても 、 日々コ ツコ ツと 健康管理に努め、 感染症を必要以上に恐れずに、

当たり 前のこ と をし っ かり やる。

＜出勤時＞アルコ ール消毒、 検温（ 検温結果を 記録）

　 　 　 　 　 マスク を 新し い物に交換

＜退勤時＞マスク を 新し い物に交換

＜お家で＞就寝前、 出勤前の検温を 呼び掛け

健康
チェ ッ ク

＜どんな時＞明ら かな体調不良だけでなく 、 体調の違和感がある場合

　 　 　 　 　 　（ 熱が無く ても 咳があるなど）

＜方法＞本人は、 出勤せず自宅から 施設へ連絡。

＜連絡を 受けたら ＞施設の対応窓口は管理職。 管理職は、 必要時医務に助言を 受けて、 当該職員へ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 指示を 伝える。

体調
不良等

●体調不良者は出勤せず自宅から 連絡するこ と を 徹底。

●個人におまかせではなく 、 施設側で方針を 出す。

●窓口を 限定し 不必要な個人情報漏洩を 防ぐ 。
ポイ ント

日ごろから 職員同士の細やかなコ ミ ュ ニケーショ ンを心がけて、

チームプレーで感染対策に取り 組んでいます。

施設内だけではなく 医療機関と の連携も 大切にし ています。

組織
体制

健康
管理

臨時会議での
意見をも と に
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社会福祉法人　 東
と う き ょ う せいろう いん

京聖労院　 　

つき みの園
そ の

みんなで一致団結し て取り 組む感染対策テーマ

マニュ アルで団結！〜マニュ アルを 置物にし ない取り 組み〜

元々マニュアルはあったも のの、 平時は開かれ

ない。 発生し てもマニュアルが読まれないまま、

口頭で何度も 同じ よう な質問が飛び交い、 施設

全体で統一した対応が難し かった。

施設オリ ジナル

着脱動画

●発生対応時にメ モを配置し 、 いつでも 何でも 記入 O K のルールで現場の声を拾い上げる。 口頭で挙が

る質問もメ モに書いておく 。

●すぐに対応が必要なことは、 管理職や現場代表者で臨時会議を開いて暫定的対応を決める。

●平時に戻った後、 各フロアで出た意見を集約し 、 一つ一つ管理職会議で検討し 、 施設とし ての方針を

決める。 感染対策委員が決定し たことについて現場の視点を生かしながらマニュアルを更新していく 。

ポイ ント 1 　 現場の声をマニュ アルに反映

介護職員作成　

嘔吐物処理マニュ アル▶

一致団結に向けた研修の工夫

例えば、 嘔吐処理は、 特に瞬時に適切な対応が必要。

文字ばかり のマニュ アルでは分かり にく い、 と の意見を受けて、 施設

職員がモデルと なっ て場面毎を写真で示し たマニュ アルを作成し た。

背景と し て、 も と も と 月１ 回研修の機会があり 、 マナーや虐

待防止等を集合形式で行っ ている。 し かし 、 介護施設職員の

勤務上、 全員の当日参加は出来ない状況がある。

感染症研修は、 皆が受けるこ と が必

要と 考え、 既存の研修枠にプラ スし

て勤務中に行える事を目指し た。

代表者だけでなく 全職員が経験するために、個人での動画視聴や、少人数毎の研修を勤務中に実施する。

研修例： 手洗い、 防護服着脱、 嘔吐処理

ポイ ント 1 　 全職員の受講

処理を する者１ ～２ 人＋チェ ッ ク 者１ 人で取り 組み、 数か月にわたり 2 0 回以上

実施し て、 全職員が処理を経験する。

＜方法＞

①各自が事前にマニュ アルで予習。

②吐物に見立てた物の処理を実施し 、 チェ ッ ク 者がマニュ アルを見ながら 確認。

③終了後に振り 返り をする。

「 具体例： ノ ロク イ ッ ク 研修」

ポイ ント 2 　 皆が自分事と 捉えるための工夫

感染症研修は“ ク イ ッ ク 研修” と いう 通称で呼

ばれる。

その日に出来る メ ン バーでタ イ ミ ン グを 逃さ ず

に研修し よう ！と いう モッ ト ーから 命名さ れた。

座学で時間のかかる 研修イ メ ージを 払拭する こ

と にも 繋がっ ている。

　

「 研修のネーミ ング」

感染症発生時に統一し た作業手順を 迷わず行

っ ていく ため、 マニュ アルの活用が必要と 考

えた。

●マニュ アルは職員の動線上で必ず目に触れる場所に置く 。

●現場で質問が出たと きに、 まずはマニュ アルを参照するよう に組織的に取り 組んだ。

●感染対策委員の一人ひと り が、 マニュ アルに無いこ と はし ない、 と 意識統一し た。

●更新時の共有は・ ・ ・

　 マニュ アルに付箋を付けて見やすく 表示。 ミ ーティ ングにて周知、 また勤務者が日々チェ ッ ク する

職場スマホにメ ッ セージを流す。 新人職員等には個別に声かけフ ォ ローを行う 。

●研修ではマニュ アルを活用する。

ポイ ント 2 　 マニュ アルを見ても ら う ための工夫

同じ 質問が繰り 返し 出るこ と が減り 、 マニュ アルを見て確認する文化が職場に根付いた。

現場から 活発に意見が出るよう になっ た。

取り 組みの効果

防護服着脱は動画視聴研修。 実働を イ メ ージ出

来る よ う 、 外部資料では無く 施設内で職員が着

脱する映像を録画し 資料を作成し た。

「 資料の工夫」

令和６ 年度感染症対策委員と 施設長

入居者数 入所定員 9 3 名、 短期入所定員 10 名

部　 屋 従来型多床室

所 在 地 小金井市中町 2 -1 5 -2 5

TEL 0 4 2 -3 8 6 -6 5 1 1

M A IL tsukim i@ se iro u in .o r.j p

開設年月日 平成 1 2 年 4 月 1 日

PR ポイント

私たちは感謝の心「 四恩報謝」 を大切にし 、「 地域と 共に育つ」 施設です。 木漏れ日の中で四季折々の花が咲く 園

庭が目玉です。 ベテラ ンから 若手までコ ミ ュ ニケーショ ンを大切にし て、 利用者の方が心地よく 過ごせる場所と な

るこ と を心がけ、「 職員満足なく し て利用者満足なし 」をモッ ト ーに働きやすい職場環境の推進に取り 組んでいます。

より 分かり やすく

するために

職員一人一人が自分のこ と と し て 、 ご 利用者への対応が身につく よ う 、

施設一丸と なっ て取り 組んでいます !!! !

きっ かけ

暫定的対応を行う 集約し て会議で検討 マニュ アルの更新

マニュ
アル

研修

きっ かけ
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PO IN T 0 1 ： 複数のツールで情報共有

社会福祉法人　 狛
こ ま え ふ く し か い

江福祉会　 　

こ まえ苑
え ん

職種を 越えた職員同士のコ ミ ュ ニケーショ ンや連携テーマ

PO IN T 0 2 ： 多職種連携〜お互いを 尊重するこ と で強みを生かす〜

　 　 　 　 　 　

感染症発生時、シフ ト 勤務で職員全員に周知するには口頭や簡単なメ モ書き では、情報が伝わり きら ない。

感染対応の変更時、 タ イ ムリ ーな情報共有に課題があっ た。

目に付く 場所へ掲示

職員の目に付き やすい介護職員室にゾーン配置図（ 感染者（ 赤）、 濃

厚接触者（ 黄色）、 り 患し ていない部屋（ 白））、 利用者と 職員の感染

状況、 最新の対応方法や変更点などを掲示

きっ かけ

データ やメ ールでの共有

感染状況を 時系列に把握でき るよ う に積極的疫学調査票と 部屋のゾ

ーン配置図をデータ 保存し 、 特養以外の職員も 把握可能に！

休みや夜勤者などには一斉メ ールにて情報共有

誰でも 何でも 記入できる

ノ ート 活用

感染が発生し ている フ ロ アの介

護職員室に、 職員誰も が、 何で

も 記入でき る ノ ート を 置き、 情

報共有し ている。

ノ ート は忙し い現場での情報共

有方法と し て便利で、 デジタ ル

ツールと 併用し ている。

PO IN T 0 3 ： 他施設・ 他機関と の連携

1 法人 1 施設のため臨機応変に対応でき る反面、 組織だけで対応を検討するこ と の苦労がある。 外部機

関と の連携や繋がり を活用し 、 運営し ている。

同じ 市内の 3 施設の施設長同士は、 顔と 顔が見える関係を築く こ と で、 感染対策の緩

和、 面会の制限、 イ ベント の実施方法など何でも 相談できるので非常に助かっ ている。

必要時、 業務や業務外でも 会合を行う 。 現場職員も 派遣交流があり 、 互いにスキルを

高め合っ ている。

保健所を

有効活用

コ ロナ流行がきっ かけで、 保健所と 顔が見える関係ができた。

保健所が「 こ の対応で大丈夫」 と 言っ てく れると 、 現場も 他部門も みんなが納得し て

安心でき た。 また「 感染が別フ ロアに広がら なく てすごいですね！」 など、 褒めてく

れるこ と が、 現場の励みになっ ていた。

みんな同じ 目標に向かっ て感染を 拡大さ せない組織へ

ーン配置図をデータ 保存し 、 特養以外の職員も 把握可能に！

現場の声

ゾーニングと 感染対応期間の一覧が随時更新さ れ、 職員全体への周知が図ら

れたのは良かっ たです。

感染症が発生し た時点で通常のオペレーショ ンの入浴・ 食事を変更し 、

職員全体で周知、 徹底できていまし た。

各専門職はそれぞれ大切にし ているこ と や視点が異なるが、 お互いが強みを 生かし つつ、 協働でき るよ

う それぞれが意識をし ている。

介護職が気付いた些細な利用者の変化は、 多職種で情報共有するよう 心がけ

ています。 多職種で相談し 合う 会議の場が普段から 多く あり 、 相談し やすい

環境が整っ ていると 感じ ます。

「 こ れは〇〇職がやるべき」「 〇〇長がやるべき」 と いっ た仕事の押し 付け合いは

なく 、 自分の仕事に誇り をも ち、 お互い助け合い、 思いやり 、 尊重し あっ て協力

し ています。

苑長と し て、 現場の声を聞く こ と を大切にし ています。 全て現場の声を反映さ せ

るこ と はできませんが、 現場がやり やすい方法を一緒に考えています。

事務の立場では、 運営や経営面を支えるだけでなく 、 感染症発生時には現場

に負担がかから ないよう 担える役割を自ら 探し 、 時には客観的な視点で助言

するなど現場を支えたいと 思っ ています。

苑長より

介護職は、 利用者の様子を詳し く 知っ ているので、 対応の仕方などを教えて

も ら いケアにつなげています。 介護職に実施し てほし い事がある場合は、 で

きるだけ一緒にケアへ参加するよう に意識し 、 伝え方に配慮し ながら 、 一緒

により 良い方法を考えるよう 心がけています。
看護職より

事務局長

より

市内の感染

状況を生かす

産業医が市内の内科ク リ ニッ ク の医師で、 相談し

やすい身近な存在です。 直近の感染状況の情報を

提供いただき 、 感染対策の継続、 強化、 面会、 イ

ベント の縮小の判断に役立っ ている。

市内の特養

と の繋がり

介護職より

入居者数 入所定員 82 名、 短期入所定員： 6 名

部　 屋 従来型多床室

所 在 地 狛江市岩戸南 4 -1 7 -1 7

TEL 0 3-3 48 9 -2 4 0 4

M A IL ko m aefukush ika i@ ko m aeen .o r.j p

開設年月日 平成 7 年 7 月 1 日

PR ポイント

こ まえ苑は狛江市内で最初に誕生し た高齢者福祉施設です。 開設当初から 在職し ているベテラ ン

職員から 若手職員まで、 みんな介護の仕事に誇り をも っ て利用者のために頑張っ ています。

特別養護老人ホームのほか、 ショ ート ステイ 、 デイ サービス、 訪問介護、 地域包括支援センタ ー、

居宅介護支援事業所を併設し た施設です。

情報
共有

他機関
連携

多職種
連携
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社会福祉法人　 正
し ょ う き ち ふく し かい

吉福祉会　 　

こ まえ正
し ょ う き ち え ん

吉苑

チーム力を 高める仕掛けづく り ～みんなで考え、 対応する力～テーマ

感染症発生のサイ ンを見逃さ ないために

①感染症の初動を改善し たき っ かけ

　 感染症流行時に、 看護師と 介護士の申し 送り の

場で陽性者の話を聞く と 「 確かに少し 前から 鼻水

が沢山出ていた」 等と 感染症を疑う 情報が出てき

た。 職員の意識を高めれば感染症の早期対応が可

能になると 考えた。

看護師の医療的な 視点と 、

介護士の生活介護の視点を

組み合わせれば感染拡大を

早期から 封じ 込めら れる！

③現在

　 職員それぞれが「 利用者の歩行状態がな んと なく おかし い」「 食事量が減

っ た」 等の小さ な変化を 見逃さ ず、 早期から マスク を つけても ら っ たり 食事

を 隔離する 等の対応を と れる よ う に。 感染し ても 拡大さ せないと いう 意識が

定着し てき た。

②改善の経過

１ ） 看護師と 介護職員の協働

２ ） 朝の全体ミ ーティ ングを

　 　 再開

３ ） 看護師ミ ーティ ングで

　 　 看護師同士の方針を協議

看護師が介護士と一緒にケアに入り 、 各職種が大切にしているこ

と や観察点等の理解を深めた。

➡お互いの理解が深まり 、 看護師と 介護士のやり 取り が活発に！

コ ロ ナ禍、 密回避のために中止し ていた朝ミ ーティ ン グを 再開。

各階の代表職員と 看護師、 リ ハビリ 職等が集まり 、 各階の状況を

共有し アセスメ ント の機会と し た。 徐々にミ ーティ ングで確認す

る内容を各職種がフ ロアから 事前に収集し てく るよう になっ た。

➡各現場職員の観察するポイ ント が統一さ れ、 利用者の小さ な

　 変化を吸い上げら れるよう に！

夕方に看護師チームだけで本日の感染症対応の情報共有を行

い、 明日の方針を協議し た。

➡看護師同士の相談し あえる場を持つこ と で、 医療的な視点も 　

　 盛り 込んだ効果的な方針を設定できるよう に！

人材育成で大切にし ているポイ ント

職員が“ でき た” と いう 体験を積める機会を作る。

様々なこ と を経験をし た職員を増やす。

定期的に相談できる場を作り 、 疑問点を残さ ずに対応できる。

経験を積んだ職員がフ ォ ローする体制で、 職員同士が相互に学ぶ関係を作る。

機 会 の 提 供

相談でき る場の設定

育 ち あ う 職 場

　
感染症対応時の指揮命令について

　 当施設は人材育成の視点から 、 感染症発生時も 職員自ら が指揮をと り 、 相談し あいながら 主体的に対

応する施設を目指し ている。 感染症対応時に指揮がと れる職員が複数名おり 、 困っ たと き も 職員同士で

活発に意見交換をし て方向性を検討する。

指揮がと れる職員を増やし た経過

　 感染症が流行し た際に、 順番にチーム責任者に

指揮を任せ、 すでに指揮をとった職員がフォローす

る形とし た。 職員同士でフォローし あう こと で、 お

互い育ちあえる環境が出来上がった。

集団感染対応（ コ ロ ナ流行）

時に施設長が指揮をとり 、 そ

の姿をチーム責任者に見せる

こと で、 指揮をとる方法のイメ

ージをつけるよう にしまし た。

実際の流れ

施設長自ら感染症対応の

指揮をとり 、 チーム責任

者に指揮の実際を 見せ、

モデルとなった。

1
2 回目の感染症流行時に

チーム責任者が指揮をと

り 、 施設長がフォロ ー対

応。

2

3 回目の感染症発生時に

さ ら に別のチーム責任者
が指揮をと り 、 2 回目に

指揮を経験し た職員がフォ

ロー対応。

3

PR ポイント

こ まえ正吉苑は高齢者福祉サービスがすべて揃っ ている施設です。 ご相談いただいた際には、 ワ

ンスト ッ プサービスで包括支援センタ ーを入り 口に、 介護が必要になっ てから も 安心し てサービ

スを受けていただけます。

入居者数 入所定員 54 名、 短期入所定員 6 名

部　 屋 従来型多床室

所 在 地 狛江市西野川 2 -2 7 -2 3

TEL 0 3-5 43 8 -0 5 5 5

M A IL ko m ae@ sho ukich i.o rg

開設年月日 平成 1 4 年 4 月 1 日

施設長の想い：“ 知っ ている” から 、“ 自分でできる” 職員の育成

現場の職員が自ら 考え、 必要時、 皆で相談し ながら 対応できる施設にし たい！

組織
体制

健康
管理

人材
育成

指揮をと っ てみて
●施設内外と 今まで以上に連絡を取り 、 より 詳し い現場の把握や感染症対応を学べた。

●現場職員の困り ごと を幹部職員が把握できた。

難し かっ たこ と
●自分の指示が正し かっ たのかと いう 思いが常にあっ た。

　 ➡毎朝実施さ れる施設内の全責任者参加の管理者ミ ーティ ングで相談し た。

●現場職員に感謝を伝えたいが、 役割特性上現場に行けない。

　 ➡現場と 指揮者をつなぐ 連絡ノ ート に手書き で感謝の気持ちを伝えた。

指揮命令ができる職員が増えた効果
●指揮をと る際に、 指示内容を相談できる相手が増え、 より 適切な指示が出せるよう になっ た。

●現場職員が困るポイ ント をまと めた基本的なマニュ アルを作成し 、 現場の混乱を軽減できた。

●感染症対策について職員同士が活発に相談し ながら 対応を検討するよう になっ た。

チーム責任者の声
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社会福祉法人　 正
し ょ う き ち ふく し かい

吉福祉会　 　

こ まえ正
し ょ う き ち え ん に ば ん か ん

吉苑二番館

平常時の対応強化～研修の工夫と 感染対策物品の整理整頓～テーマ

感染対策物品の整理整頓

　 感染症の対応後、 物品がどこ にあるかわか

ら ない状況が発生！

　 感染性胃腸炎を対応し た教訓から

　 感染対策物品が元の位置に戻ら ないこ と や

ユニッ ト 毎に保管場所がバラ バラ になっ てし

まう 等煩雑な状況があっ た。 近場の収納場所

に戻す職員が多く 、 それにより 在庫の確認・

発注作業にも 支障をきたし ていた。

PO IN T　 0 1
感 染 対 策 物 品 の 場 所 を 全 ユ ニ ッ ト 一 律 で 定 め る

　 各ユニッ ト 入り 口から 一番近い棚を感染対

策物品の保管場所に指定。

　 どのユニッ ト で発生し ても 保管場所を揃え

るこ と で所在の明確化を図っ た。

●こ んな効果があっ た

・ 職員の配置転換等があっ ても 感染症発生時に慌

てず物品準備・ 対応が出来るよう になっ た。

・ 棚を 整理し た事で日頃から の整理整頓の意識付

けと なっ た。 　

●今後の課題

　 周知について、 メ ールだと 埋も れてし まう 可能

性があるため、 皆が見る掲示板も 活用し ていく 。

PO IN T　 0 2
感染対策物品のパッ ケージを作る

　 感染対策物品一式をかごに入れる事で急な

発生時にも 持ち出し やすいよう にし た。

　 また、 看護師が作成し た使用方法を壁など

に張る工夫も 行っ た。

PO IN T　 0 4
職員への周知

社内メ ールでどこに何があるかを写真付きで周

知。 また、 ユニット 毎の会議でも 共有をし た。

持続できるよう に、 在庫の管理状況や物品を

戻す場所を会議やメ ールで適宜共有している。

PO IN T　 0 3
在庫の整理

　 4F 倉庫を整理し 、 専用のス

ペースを確保。 品目別に棚を分

けること で在庫管理をし やすい

状況を作った。 床には置かない！

〜施設長の思い〜 利用者さ んも ご家族も 安心し て暮ら し ていただけるために…

日頃から 感染予防に対する意識付けを行う よう に工夫し ています。 また、 職員も 安心し て働ける施設を目指し ています！

き っ かけ

　 コ ロナ禍にオンラ イ ン研修システムを導入

し 、 動画視聴による研修受講を行っ ていたが

感染症発生時の対応や PPE 着用に関し ては

動画視聴だけでは理解が不十分であっ た。

　 例えば…

　「 でき る、 分かっ ている 」 と 思っ ていても

実践の場にな る と 、 PPE の着脱の順番、 汚

染物品の処分方法が間違っ ている こ と があ

っ た。

PO IN T
夜勤勤務の職員が研修を参加でき るよう にする

夜勤の申し 送り 時に PPE の着脱研修を 行う こ と を

企画し 、多く の職員が参加でき る様な工夫を行っ た。

参加者： 夜勤者、 早番勤務後の職員　

期　 間： １ 週間程度

方　 法： 看護師が講師と なり 、 介護職員 2 名に対

し て実施。 それぞれのフ ロア毎に行っ た。

●こ んな効果があっ た

・ 従来の集合研修と 比較し 、

参加する 職員数が増えた事

で感染症対応に関する 知識

や対応技術の向上が図れた。

・ 参加し た職員から も 参加し

やすい仕組みについて好評

だっ た！

●今後の課題

・ 講師を 看護チームに依頼し たこ と で看護師の業

務負担が増し てし まっ た。

・ 今後はユニッ ト リ ーダーを 中心にユニッ ト 内で

研修、 伝達を 行える よう な体制作り を 目指し て

いきたい。

研修実施に関する工夫

発生時には、 シューズカバーやヘッド カバ

ーの着用が必要か、 使い捨ての食器にす

るか、 介助に入る順番等様々な質問が施

設長の元に入る。 その際には、 その場で

答えるだけではなく 職員全体で共有できる

よう に、 質問と 回答をまと めたものを皆が

見る場所に貼っておく 工夫をし ている。

感染症発生時の工夫、 も う 一つ！

看護師から のメ ッ セージ

　 職員ひと り ひと り が正し い知識を 持っ て

自主的に感染症対応ができ る よ う になっ て

ほし い！

　 経験も 皆それぞれであり 、 個人にあっ た

伝え方を 心掛けています。 相談があっ たら

まずはどんなも のでも 受け止めて、 言葉で

伝える だけでな く て「 一緒にやっ て みる 」

よう にし ています。

PR ポイント

いつまでも いきいきと 自分ら し く 過ごせるこ と を大切にし ています。 自立支援介護の提供により

リ ハビリ に力を入れています！また、 感染対策の面では、 毎月の感染症対策委員会に管理医も 参

加し ていただき情報共有・ 連携強化に努めています。

入居者数 入所定員 100 名、 短期入所定員 10 名

部　 屋 ユニット 型個室

所 在 地 狛江市西野川 4-8 -8

TEL 0 3 -5 7 6 1-10 4 0

M A IL ko m ae2 @ sho ukich i.o rg

開設年月日 平成 2 8 年 7 月 1 日

・ 実践型の研修を行う 必要がある。

・ シフ ト によ る交代勤務の為、 一度に集まっ

て研修が行えない。 不参加の職員への研修

を工夫する必要がある。

き っ かけ

　 職員の入れ替わり も あり 、 発生時に対応す

る職員が困ら ないよう にする必要がある。

施設内の
衛生管理

研修
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